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１．技術概要

①何について何をする技術なのか? 

②従来はどのような技術で対応していたのか?

③公共工事のどこに適用できるのか?

図・写真等

0件

概　　要

 本技術はCAD製図基準(案)(平成20年度5月国土交通省)に沿って作成されたCADデータ(SXF等)、またはLANDXMLファイル(Ver.1.1以降)か
ら、平面線形要素、縦断線形要素、横断形状データを自動的に数値化することで、3次元設計データを作成する。作成された3次元設計デー
タは施工管理時の出来形管理において、出来形計測時の完成形状値として使用する。施工において情報化施工を行う場合は、建機を自動
制御するためのデータとして使用する。
また、このデータを使用して3次元表示を行うことで、施工状況説明等のプレゼンテーションに使用することができる。 
また、本技術は3次元設計・観測データから自動的に成果データを入力し、出来形横断図・展開図を作成することができる。これにより、入力
作業時間及び入力ミスを削減すると共に、文字、寸法線、面積表等配置した、出来形横断図・展開図を自動作成することができる。 

 従来技術では計画平面線形、縦断線形、計画横断の数値等が記載された書類あるいは図面を参照し、手入力を行うことで3次元設計デー
タを作成していた。 また、出来形横断図・展開図についても、汎用CADを用い成果一覧を参照しながら、距離・幅等の手入力により作成して
いた。 

 土工・舗装工での施工管理
・情報化施工業務を主とした公共土木工事  

国交省実績 0件 他官庁実績 0件 民間実績

技術名称 3次元設計データ作成システム

工種区分 土工-施工管理

開 発 年 2013 登録年月日 H24.10.29 最終更新日 H26.08.12

システムNO 0041 登録番号 KK-120032-A 区　　分
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２．新規性と効果
①どこに新規性があるのか?(従来技術と比較して何を改善したのか?)  

②期待される効果は?(新技術活用のメリットは?)

②活用の効果

３．得られるデータとその活用効果

②活用の場面・効果

－

○

－

－

－

－

－

４．課題

 g 維持管理 －

課　　題

①今後の課題 
使用者から機能改良要望等を収集していくこと。 
②対応計画 
機能改良要望等から今後の改良事項を検討していく。 

得られる
データと
活用効果

 e 施工管理 －

効果

 a 測量・地質調査 －

①得られるデータ 設計データ

 f 安全管理 －

 b 設計 ・施工管理時の出来形管理において、出来形計測時の完成形状の比較値として活用

 c 品質管理 －

 d 出来形管理 －

-

 e 施工性 向上
CADまたはLandxmlデータから平面線形等の成果データを自動的に数値化できる。また、3次元
設計・観測データから成果データを読み込むため、現地観測値との整合性について確認作業は
必要ない。

同程度 - f 周辺環境への影響

活用の
効果

①比較する従来技術 手作業による3次元設計データ作成

効果 比較の根拠

 a 経済性 向上(76.18%) 手入力が削減できるため、人件費が削減できる。

 b 工程 短縮(77.03%) 入力時間、データ確認時間・図面作成時間の削減により作業時間を短縮できる。

 c 品質 向上
CADまたはLandxmlデータから線形要素、横断形状等を自動的に数値化及び3次元設計・観測
データから自動的に成果データを抽出し、入力を行うことで、手作業による入力ミスをなくすこと
ができる。

 d 安全性 同程度

新規性と
期待される

効果

 本技術はCAD製図基準(案)(平成20年度5月国土交通省)に沿って作成されたCADデータ(SXF等)、またはLANDXMLファイル(Ver.1.1以降)か
ら、平面線形要素、縦断線形要素、横断成果データを自動的に数値化することで、3次元設計データを作成する。従来は設計成果等を参照
し、手作業により3次元設計データ作成に対応していた。 
また、本技術は3次元設計・観測データから成果データを自動的に抽出することにより、出来形展開図を自動作成する。従来は、汎用CADを
用い成果一覧を参照しながら、距離・幅等の手入力により出来形展開図を作成していた。  

 【3次元設計データ作成】
 ・CADデータ(平面図・縦断線形図・横断図)またはLandxmlデータから線形要素、横断形状等を数値化し、自動的に入力を行うことにより3次
元設計データを作成することができる。
 ・CADデータ(平面図・縦断線形図・横断図)またはLandxmlデータから数値化された線形要素、横断形状等を2次元及び3次元形状として表示
することができる。これにより視覚的なデータ確認が行えることで効率化が図れる。
 ・作成された3次元設計データは施工管理時の出来形管理において、出来形計測時の完成形状値として使用することができる。
また、施工時に情報化施工を行う場合は、建機を自動制御するためのデータとして使用できる。さらに、3次元設計データを元に3次元表示
を行うことで、施工状況説明等のプレゼンテーションに使用することができる。

 【出来形横断図・展開図作成】
 ・3次元設計・観測データを本システムに読み込むことで、成果データを自動的に入力できるため、入力作業時間及び入力ミスを削減するこ
とで省力化できる。
 ・抽出された成果データから、出来形展開図を自動的に作成できることで、図面作成時間を削減できるため業務効率化を支援することがで
きる。
 ・ボタン一つで、文字、寸法線、面積表等を配置した出来形展開図を自動作成できる。 
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